
(1) 第 67号 四日市高校 同窓会報 2010年 (平成22年 )3月 1日

母
校
創
立
百
十
周
年

記
念
行
事
を
振
り
返
っ
て

同
窓
会
長
　
熊
澤
　
誠

一
郎

（四
高
二
十
九
年
度
卒
）

平
成
２‐
年
は
母
校
創
立
１
１
０
周
年
を

記
念
し
て
の
行
事
が
盛
り
沢
山
の
一
年
で

し
た
。

明
治
３２
年
本
校
の
前
身
二
重
県
第
二
中

学
校
が
誕
生
し
て
１
１
０
年
、

１２
月
５
日

記
念
式
典
が
多
く
の
ご
来
賓
の
出
席
の

下
、
体
育
館
に
お
い
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
先
輩

Ｏ
Ｂ
か
ら
は
岡
田
卓
也

氏
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
関
係
者

一
同

大
変
喜
び
ま
し
た
。
当
日
は
非
常
に
寒
い

日
で
し
た
が
、
在
校
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓

会
、
教
職
員
関
係
者
約
１
３
０
０
人

一
同

に
会
し
、
厳
粛
な
中
に
も
気
持
ち
の
和
む

記
念
式
典
で
し
た
。
１
１
０
年
の
歴
史
の

中
で
培
わ
れ
た
素
晴
ら
し
い
伝
統
の
重

み
、
誇
り
を
感
じ
な
が
ら
、
底
冷
え
の
す

る
寒
い
日
で
し
た
が
熱
い
も
の
が
こ
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。

式
典
は
、
ま
ず
校
歌
斉
唱
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
本
校
の
校
歌
の
作
詞
は
、
佐
々

木
信
綱
博
士
で
す
。
校
歌
を
歌
い
な
が

ら
、
学
生
時
代
に
ご
縁
あ
っ
て
度
々
熱
海

の
凌
寒
荘

（佐
々
木
信
綱
の
私
邸
）
を
訪

ね
て
、
博
士
が
昭
和
２５
年
に
四
高
を
訪
れ

て
校
庭
で
生
徒
を
自
分
の
周
り
に
円
形
に

集
め
て
話
し
た
こ
と
な
ど
を
聞
か
さ
れ
た

こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
の
演
題
が

「永
久
に
生
き
る
」
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
こ
と
も
思
い
出
し
、
わ

が
母
校
も
未
来
に
向
か
っ
て
永
久
に
歩
み

続
け
て
在
校
生
、
同
窓
生
共
に
力
を
合
わ

せ
て
母
校
の
充
実
、
発
展
を
期
し
て
い
き

た
い
と
心
に
刻
み
ま
し
た
。

式
典
に
引
き
続
き
、
記
念
講
演
会
が
行

わ
れ
、
東
二
人
教
授
細
野
秀
雄
先
生
に
よ

る

「研
究
の
駆
動
力
、
憧
れ
、
野
心
、
希

望
」
の
演
題
で
の
講
演
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
我
々
に
は
難
し
い
講
演
内
容
で
し
た

が
、
格
調
高
い
お
話
で
在
校
生
も
静
粛
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

６
月
６
日
に
は
母
校
創
立
１
１
０
周
年

記
念
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
続
い
て

川
北
員
嗣
氏

（四
高
５９
年
度
卒
、
元
飛
騨

ト
ン
ネ
ル
エ
事
工
事
長
）
に
よ
る

「日
本

の
道
路
ト
ン
ネ
ル
と
飛
騨
ト
ン
ネ
ル
の
工

事
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
、
四
日
市
商
■
会
議
所

ホ
ー
ル
に
て
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
、
久
し
ぶ
り
に
多
数
の
同
窓
生
が
集
ま

り
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

１０
月
７
日
に
は
、
学
校
主
催
に
て
四
日

市
文
化
会
館
に
お
い
て
四
高
出
身
演
奏
家

の
皆
さ
ん
と
共
に

「ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｈ
月
１２
日
に
は
好
天
の
下
、
母

校
創
立
１
１
０
周
年
記
念

「
第
１
回
銀

城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
と
銘
打

っ
て
、

１
６
０
人
の
ゴ
ル
フ
愛
好
家
を
集
め
楽
し

く
和
や
か
な
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
な
い
ま

し
た
。
「銀
城
ゴ
ル
フ
会
」
と
い
う
の
は
、

威
風
堂
々
と
し
た
風
格
の
あ
る
旧
制
富
中

の
校
舎
を

「銀
城
」
と
呼
ん
だ
そ
う
で
、

旧
制
富
中
卒
業
の
ゴ
ル
フ
愛
好
家
に
よ
り

４０
数
年
ほ
ど
前
に
創
設
さ
れ
、
丹
羽
文
雄

氏
、
田
中
覚
元
二
重
県
知
事
も
楽
し
く
参

加
さ
れ
た
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和

４０
年
８
月
１６
日
の
第
１
回
か
ら
平
成
２‐
年

５
月
２８
日
の
第
７９
回
ま
で
脈
々
と
続
い
た

ゴ
ル
フ
会
で
あ
る

「銀
城
会
」
の
名
を
い

た
だ
き
、
こ
の
度
の
第
１
回
記
念
大
会
の

冠
と
し
ま
し
た
。
今
回
を
第
１
回
と
し
て

「銀
城
会
」
の
名
の
下
に
、
で
き
れ
ば
毎

年
１
回
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
の
お
育
て
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
記
念
行
事
と
し
て
、
百
年
史
の

後
の
１０
年
を
中
心
と
し
た
内
容
の

「
四
高

１
１
０
年
の
歩
み
～
輝
く
青
春
、
広
が
る

未
来
～
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
生
徒
諸
君

全
員
に
配
布
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
写
真
を

中
心
に
し
た
歴
史
書
と
し
て
好
評
を
博
じ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
休
育
館
緞
帳
を
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
岡
田
文
化
財
団

（岡
田
卓
也
理

事
長
）
よ
り
、
既
に

一
昨
年
修
理
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
に
、
同
窓
会
と

し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
整
備
を
い
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
ら
記
念
行
事
を
通
し
て
、
１
１
０

年
に
亘
る
先
輩
諸
兄
の
努
力
、
熱
意
を
感

じ
、
歴
史
の
重
み
と
そ
の
間
に
培
わ
れ
て

き
た
伝
統
と
品
格
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま

し
た
。
こ
の
歴
史
と
伝
統
に
奢
る
こ
と
な

く
、
初
代
田
村
校
長
の
建
学
の
精
神

「質

実
剛
健
」
「文
武
両
道
」
の
も
と
に
個
性

あ
る
人
間
づ
く
り
、
知
性
あ
る
学
校
づ
く

り
に
、
謙
虚
で
地
道
な
努
力
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
だ
と
心

に
銘
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
の
充
実
発
展

の
た
め
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
１２
月
５
日
に
四
日
市
高
等

学
校
創
立
１
１
０
周
年
の
記
念
式
典
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
記
念

式
典
に
先
立
ち
、
同
窓
会
と
の
共
催
で
１０

月
７
日
に
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
と

四
高
出
身
の
音
楽
家
に
よ
る

「ガ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
窓
会
独

自
に

「ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
」
や

「六
月
総
会

後
記
念
懇
親
会
」
が
も
た
れ
ま
し
た
。

記
念
誌
を
作
成
し
、
４
万
７
千
名
を
超

え
る
卒
業
生

・
同
窓
会
会
員
と
共
に
４
万

日
を
超
え
る
日
々
の
営
み
を
振
り
返
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ

て
い
た
だ
き
、
四
日
市
高
校
創
立
１
１
０
年

の
先
輩
達
の
偉
業
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丹
念
に

掘
り
起
こ
し
、
記
録
す
る
と
い
う
貴
重
な

題
公
ム
で
し
た
。

ま
た
記
念
式
典
に
は
百
名
近
い
来
賓
の

御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
四
日
市
市

長
様
を
は
じ
め
、
県
会
議
員
の
皆
様
、
各

市
町
の
教
育
長
の
皆
様
、
県
立
学
校
長
、

中
学
校
長
様
な
ど
、
本
校
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
多
数
の
方
か
ら
四
日
市
高
校

創
立
１
１
０
周
年
に
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

万
感
胸
に
迫
る
百
十
周
年
記
念
式
典

学
校
長
　
大
橋
　
一具

記
念
講
演
と
し
て
東
京
工
業
大
学
の
細

野
秀
雄
教
授
に

「研
究
の
駆
動
力
、
憧
れ
、

野
心
、
希
望
」
と
題
し
て
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
細
野
秀
雄
教
授
は
東
京
工
業

大
学
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
教
授
で
、
新

し
い
材
料
を
創
り
出
す
こ
と
を
専
門
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
世
界
が
注
目
し
て
い
る
セ
メ

ン
ト
を
高
い
電
気
伝
導
の
金
属
状
態
に
変

え
た
研
究
、
次
世
代
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や

薄
型

Ｔ
Ｖ
を
駆
動
す
る
透
明
で
由
が
る
高

性
能
な
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
材
料
を
創
り
出
し

た
研
究
等
、
研
究
実
績
は
数
知
れ
ま
せ
ん
。

新
し
い
材
料
を
創
り
出
し
て
い
く
研
究
の

お
も
し
ろ
さ
に
生
徒
達
は
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

教
員
生
活
３６
年
の
最
後
を
こ
の
四
国
市

高
校
で
こ
の
よ
う
な
式
典
を
挙
行
す
る
千

載
一遇
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
万
感

胸
に
迫
る
思
い
が
あ
り
ま
す
。
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
が
残
さ
れ
た
良
き

伝
統
を
堅
持
し
、
創
立
１
１
０
年
の
伝
統

を
言
祝
ぎ
、
四
口
市
高
校
に
ご
縁
を
い
た

だ
い
た
教
員
と
し
て
、
今
後
も
一層
の
努
力

と
精
進
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
本
校
に
ご
理

解
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。蝙 藝著

靱

鯰
”
わ
が
二
重
県
は
、
全

国
ワ
ー
ス
ト
３
、
後
に
は

過
疎
地
の
北
海
道
、
沖

縄
県
が
続
く
。
　
Ｈ
９

・

８
・
２８
付
の
各
新
聞
紙
上

に
よ
る
、
Ｈ
９
年
度
実
施

の
全
国
小
学
校
６
年
学
力

テ
ス
ト
結
果
の
平
均
点
順

位
の
二
重
県
の
位
置
で
あ
る

（ち
な
み
に

中
学
３
年
は
３６
位
）。
産
業
・経
済
。文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
等
の
総
合
力
を
他
府
県
と
比
較

さ
れ
る
と
、
お
お
む
ね
中
位
に
位
置
し
て

い
る
の
が
二
重
県
の
姿
で
あ
る
。　
一
、

二
例
外
は
あ
る
が
…
。
▼
そ
れ
に
し
て
も

小
学
６
年
生
の
学
力
水
準
が
全
国
ワ
ー
ス

ト
３
と
は
驚
き
だ
。
も
っ
と
驚
く
の
は
、

こ
れ
だ
け
マ
ス
コ
ミ
等
で
詳
細
に
公
表
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
教

育
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
じ
め
県
民
か
ら

の
驚
き
の
声
が
聞
こ
え
て
こ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
他
の
府
県
で
は
、
知
事
は
じ
め
関

係
者
は
、
自
県
の
結
果
を
み
て
、
い
ろ
い

ろ
問
題
提
起
、
学
方
向
上
の
た
め
に
対
策

を
練
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
結
果
を
出
し
て
い

る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
。
▼

「背

後
に
緑
豊
か
な
鈴
鹿
山
系
を
持
ち
、
肥
沃

な
伊
勢
平
野
に
住
み
、
木
曽
三
川
よ
り
流

れ
出
る
美
し
い
水
の
伊
勢
湾
を
前
に
見
る

自
然
に
恵
ま
れ
た
二
重
県
人
の
気
質
は
実

に
温
厚
で
あ
る
。」
と
は
、
母
校
先
輩
の

丹
羽
文
雄
先
生
の
二
重
県
人
気
質
評
で
あ

る
。
春
夏
秋
冬
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
過

ぎ
て
、
何
事
に
も
疑
間
を
持
た
ず
平
穏
に

生
き
て
ゆ
け
る
風
土
で
あ
る
。
何
事
も
全

国
的
に
は
中
位
を
ゆ
く
県
の
、
純
真
な
子

供
た
ち
の
学
力
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
に
位

置
し
て
も
、
何
の
疑
問
も
感
じ
な
い
の
も

県
民
気
質
か
ら
く
る
も
の
な
の
か
。
▼
地

方
自
治
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
県
民
に
よ

る
県
民
の
た
め
の
政
治
が
な
さ
れ
る
わ
け

だ
が
、
将
来
を
託
す
子
供
た
ち
の
学
力
が

こ
れ
だ
け
劣
っ
て
い
て
も
、
教
育
行
政
関

係
者
か
ら
も
、
疑
間
の
声
が
聞
こ
え
て
こ

な
い
と
は

一
体
ど
う
し
た
こ
と
な
の
か
。

指
導
者
自
身
が
何
事
に
も
疑
間
を
感
じ
な

け
れ
ば
、
疑
間
を
持
つ
人
間
は
育
っ
て
こ

な
い
。
わ
が
母
校
は
創
立
以
来
、
良
き
指

導
者
を
育
て
る
学
び
舎
と
し
て
君
臨
し
て

き
た
。
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え
、
今

一

度
創
立
時
の
精
神
に
立
ち
帰
り
、
地
域
社

会
の
よ
り
良
き
指
導
者
を
育
て
る
使
命
を

持
っ
た
母
校
と
し
て
君
臨
し
て
ゆ
く
こ
と

を
祈
念
す
る
。
　
　
　
　
　
（鈴
木
田
）
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轟
子
■

一事
一

平
成
２‐
年
度
総
会
は
、
６
月
６
日

土
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら
、
四
日
市

市
総
合
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
５
０
人
の
参
加
を
得
て
、
定
刻
通

り
‐４
時
に
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
に
熊
澤
会
長
よ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
は
創

立
１
１
０
周
年
に
あ
た
り
、
質
素
な

が
ら
実
質
的
な
記
念
行
事
を
行
い
た

い
と
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
大
橋
校
長
よ
り
、
同
窓
会
の
学

校
へ
の
協
力
に
対
し
て
の
感
謝
、

２０

年
度
の
卒
業
生
の
進
学
実
績
の
報

告
、
四
高
に
向
け
ら
れ
た
大
き
な
期

待
に
、
応
え
る
べ
く
、
全
国
屈
指
の

進
学
校
を
め
ざ
し
て
学
校
経
営
に
邁

進
す
る
旨
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

総
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の

通
り
で
す
。

第
１
号
議
案

平
成
２０
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案

平
成
２０
年
度
収
支
決
算

・
監
査
報

生
回第

３
号
議
案

平
成
２‐
年
度
事
業
計
画
案

第
４
号
議
案

平
成
２‐
年
度
予
算
案

第
５
号
議
案

平
成
２‐
年
度
役
員

・
常
任
理
事
改

選
に
つ
い
て

以
上
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
慎

重
な
審
議
の
結
果
、
全
会

一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
事
修
了

後
、
西
脇
副
会
長
か
ら
１
１
０
周
年

記
念
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
講
演
と
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
さ
ら
に
場
所
を
移
し
て
、

商
工
会
議
所
１
階
の
ホ
ー
ル
に
て
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
創
立
１
１
０

周
年
記
念
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行

一わ
れ
ま
し
た
。

飛
騨
ト
ン
ネ
ル
は
２
０
０
８
年
７

月
５
日
に
完
成
し
た
、
東
海
北
陸
自

動
車
道
の
飛
騨
清
見

Ｉ
Ｃ
と
白
川

郷

Ｉ
Ｃ
間
に
あ
る
日
本
の
道
路
ト

ン
ネ
ル
で
は
関
越
ト
ン
ネ
ル
に
次
い

で
２
番
目
の
長
さ

（１
０

７
ｋ
ｍ
）

と
な
る
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
ト
ン
ネ
ル

路
線
に
は
活
断
層
と
し
て
知
ら
れ
る

跡
津
川
断
層
、森
茂
断
層
、牛
首
断
層

等
の
主
断
層
、
お
よ
び
派
生
断
層
が

数
条
に
わ
た
っ
て
横
断
あ
る
い
は
近

接
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
断
層
活
動
に

よ
る
破
砕
、
熱
水
変
質
、粘
土
化
が
著

し
く
、
非
常
に
複
雑
な
地
質
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
籾
糠
山
直

下
の
ル
ー
ト
で
あ
る
た
め
最
大
土

被
り
が
約
１
，０
０
０
ｍ
も
あ
り
ま

す
。
フ」
れ
ら
が
施
工
法
、
工
程
に
与

え
る
影
響
は
予
想
以
上
に
大
き
く
、

か
つ
て
な
い
高
い
土
圧
と
大
量

・
高

圧
の
沸
水
に
悩
ま
さ
れ
、
度
々
掘
削

方
法
を
変
更
し
な
が
ら
、

，ｃ
の
た
ぐ

い
ま
れ
な
死
闘
と
い
っ
て
よ
い
難
工

事
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
貫
通

ま
で
に
実
に
９
年
半
を
要
す
る
ま
さ

に
日
本
の
土
木
史
上
に
残
る
大
土
木

工
事
だ
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
そ
れ

を
死
亡
事
故
ゼ
ロ
で
実
現
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

し
よ
う
。

(平成20年4月 1日 ～平成21年 3月 31日 )

単位 :円

単位 :円

【収入の部】

【支出の部】

財団法人四高会 平成20年度収支決算書
(平成20年4月 1日 ～平成21年3月 31日 )

単位 :円【収入の部】

【支出の部】

富中、四女、北女卒業生

四高 昭和25年度～34年度卒業生

四高 昭和35年度以降卒業生

項     目 細     目 睛    要 決  算  額 予 算 額

7 785 080 7 298 000

入 会  金
全日制1,800× 1070メ
通信制1 200X68ノk

同 窓 会 費 5 757 080 5,300,000

20000
5iF (5000)

受付風景会場風景

摘 ■  要

k事務用品等 37 796 350 000

特別会計積立金 (百 五銀 行富 田駅前支店定期預金 )

100 000
保  険  費 20 000

0

合    計 854 498 1 970 000

百 五 銀 行 富 田 駅 前 支 店 普 通 預 金(次期繰越金)百五銀行富田駅前支店普通預金 1,107,236円



(3)第 67号 四日市高校 同窓会報 2010年 (平成22年 )3月 1日

四国市高校を卒業してすぐに東京に出て、そのま

ま東京で暮らしてきたので、私には四日市ははるか

彼方の地となってしまっています。それでも従姉妹

達の住んでいる津に用があると、近鉄の特急電車の

通過駅の富田の手前から、そわそわして窓にしがみ

つくように、あの運動場を確認してほっとして、住

んでいた四日市駅に停車すると、身を乗り出すよう

に、見覚えのあるものはないか、うかがっていまし

た。

秋に、三重県立美術館で、回顧展のような大きな

展覧会をしていただきました。展示の打ち合わせや

いろいろと用があって、津にはずいぶん通いまし

た。展覧会用の雑誌を作るので、四日市に住んでい

る作家を訪ねましたから、四日市に1泊 いたしまし

たが、四日市はまったく知らない町となっていまし

た。50年の歳月を改めて思いました。浦島太郎は

亀に乗って出た砂浜に戻ってきますが、発展を遂げ

た四口市には昔のおもかげを見つけることはできま

せんでした。

展覧会の会期中に、四国市高校の同窓生の方々

が、わざわざ見においでくださいました。みなさん

50年の歳月が豊かであられたことが伺われる、と

でもすてきな方々で、四日市高校時代以後のご無沙

汰の時間がいっぺんに吹き飛んでしまいました。な

つかしいというよりとてもうれしいことでした。会

場にはほんとにたまにしか行けませんでしたから、

お会いしてお礼申し上げられなかった同窓生の方

も、たくさんいらしてくださったと聞いています。

四日市高校時代はみなさん気持ちの中ではつい昨

日のことのよう。浦島太郎は見知った人がいなかっ

たので、玉手箱を開けて実際の年月を知ることにな

るのですが、私の玉手箱は50年 も経っているとい

うのに、同窓生に温かくやさしくしてもらえたこと

でした。ようやっと私の中でも、少しずつ四日市高

校のあの頃が柔らかい思い出としてもどってきてい

ます。

出会いはおお

げさだけど人生

を決定するので

すね。四日市高

校 に入学 しな

かったら、四日

市高校で知り合

えなかったら、
(二重県立美術館での原画展示) 50年後のこのう

れしいことはなかったわけです。

四目市から出て50年 間のことを、少しお話しし

ます。

1年浪人して、私立の美術大学の油画科に入学し

ます。イラストレーターになりたく、学校外のゼミ

を受けます。作品を持ち込んだ当時都会の若者に大

人気だった、ヴァンジャケットで、石津祥介氏に雑

誌の仕事を頂く。それがきっかけで、男性週刊誌の

表紙の専属イラストレーターに起用して頂く。7年

半後フリーランサーとなり、銀行や証券会社やホン

ダや資生堂やサントリーやファッションメーカーな

どの広告や、雑誌や書籍の仕事を頂いてする。60

年代からの仕事は、日本の高度成長の時期から、
フアッションが産業化したバブルの時代、やがでバ

ブル崩壊と、日本の経済の流れの中で、私なりに受
け身の立場でさせてもらってきました。楽しい仕事

もたくさんさせていただきました。

02年に手づくりの雑誌『アルネ』を発行しまし

た。それを09年 12月 発売の30号で終了としました。
二重県立美術館での回顧展は12月 6日 で終わりま

したから、仕事の区切りが09年 12月 となりました。

私には今までにない大きな節目となりました。この

時期に四日市高校の同窓の方々にお会いできたこと

は、とでもすばらしいことでした。改めておいでく

ださった方々に心から感謝します。

2010年 は私には最も自由な新しい年として始ま

ると思っています。きのうの続きではない新しい時

代です。誕生日がくると70才になりますから。や

れることしかやれないんだから、自分が楽しくなれ
るようにやろうと、思っています。

皆々様のご健勝を心から祈って。

一―
●
■
■
枚
称
略
）■
４
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○
終
身
会
費

（２
万
円
）

山
下
卓
巳
、
毛
利
藤
子
、
中
村
和
代
、
伊

戸
詩
織
、
伊
藤
彩
香
、
伊
藤
慎
治
、
伊
藤

敬
大
、
伊
藤
瞭
、
伊
藤
優
実
、
上
田
員
也
、

奥
井
祐
輝
、
奥
富
萌
野
、
梶
原
和
樹
、
片

山
翔
太
、
加
藤
尚
彦
、
神
谷
依
里
、
川
添

康
平
、
木
村
祐
子
、
小
山
春
菜
、
坂
口
由

起
、
柴
田
麻
由
、
鳥
村
直
嗣
、
竹
内
優
歩
、

田
所
広
佑
、
谷
知
美
、
日
村
悠
貴
、
寺
村

美
山
紀
、
永
井
彩
夏
、
中
園
健
太
、
永
田

あ
ゆ
み
、
中
村
和
樹
、
西
日
祐
里
奈
、
藤

井
真
由
子
、
藤
井
美
帆
、
藤
沢
慎
吾
、
藤

田
ゆ
め
、
松
岡
優
斗
、
水
越
亮
、
一二
谷
駿
、

山
下
沙
紀
、
吉
塚
彩
織
、
穴
田
拓
也
、
天

春
貴
博
、　
一
海
稚
賀
、
伊
藤
季
世
、
伊
藤

麻
里
絵
、
稲
垣
映
美
、
稲
垣
航
平
、
乾
紗

矢
香
、
今
井
駿
介
、
今
村
裕
美
、
大
橋
藍
、

岡
志
保
、
加
藤
菜
都
美
、
川
島
佑
太
、
北

川
真
由
、
小
辻
文
明
、
後
藤
憲
哉
、
小
森

友
梨
子
、
柴
田
泰
裕
、
田
部
佑
美
、
千
種

杏
奈
、
中
川
伸
之
、
生
川
由
果
、
服
部
弘

樹
、
服
部
真
里
、
林
も
と
子
、
藤
川
美
月
、

藤
田
理
子
、
前
田
栞
、
水
谷
亮
太
、
三
井

麻
梨
子
、
三
橋
範
久
、
宮
田
明
奈
、
村
田

知
香
、
山
際
き
み
佳
、
湯
浅
史
朗
、
吉
原

弥
生
、
北
山
敦
史
、
加
藤
由
美
子
、
奥
山

浩
介
、
鎗
田
文
、
岡
田
明
子
、
井
村
正
史
、

太
田
明
子
、
秋
田
雄
大
、
荒
木
勇
斗
、
伊

藤
里
華
、
今
村
憲
子
、
岩
本
英
典
、
江
崎

山
季
、
大
岩
勇
斗
、
角
野
慎
哉
、
加
藤
大

智
、
加
藤
千
尋
、
黒
木
智
也
、
近
藤
麗
、

坂
崎
翔

一
、
佐
々
木
真
実
、
佐
藤
麻
衣
、

佐
藤
亮
太
、
澤
田
有
希
、
嶋
崎
麻
帆
、
島

田
由
紀
、
清
水
崇
晶
、
天
白
汐
美
、
東
郷

さ
つ
き
、
長
谷
川
永
治
、
漬
田
智
弘
、
福

井
優
、
藤
本
由
奈
、
堀
越
小
百
合
、
水
越

絢
子
、
安
田
理
香
、
山
田
奈
美
希
、
山
森

裕
也
、
横
田
み
ゆ
き
、
渡
渥
真
子
、
荒
木

響
子
、
安
藤
冬
馬
、
石
川
宗
機
、
伊
藤
あ

い
、
伊
藤
直
之
、
江
口
梓
、
大
園
彩
華
、

小
川
魁
斗
、
小
川
将
平
、
小
川
茉
莉
亜
、

加
藤
亜
紀
、
河
村
友
裕
、
榊
美
咲
、
笹
川

秀
平
、
佐
々
木
秀
、
山
東
浩
明
、
鈴
木
雄

大
、
高
野
翔
大
、
竹
内
薫
、
竹
森
文
香
、

田
中
秀
明
、
中
久
木
由
佳
、
中
野
裕
子
、

中
村
翠
、
中
村
由
莉
奈
、
野
田
し
お
り
、

長
谷
川
貴
栄
、
服
部
愛
子
、
服
部
昌
大
、

花
丼
佑
里
子
、
日
置
允
美
、
廣
野
貴
之
、

松
居
晃
彰
、
三
輪
容
子
、
矢
田
奈
々
代
、

柳
川
祐
毅
、渡
部
智
奈
美
、渡
辺
み
な
み
、

鈴
木
麻
里
、
鈴
木
沙
織
、
掘
雅
史
、
隈
元

辰
之
佑
、
津
田
均
、
安
藤
大
輝
、
伊
藤

一

也
、
伊
藤
翔
吾
、
今
村
基
貴
、
大
西
賢
紀
、

小
栗
徹
也
、
葛
山
遼
、
北
川
大
暉
、
河
野

修
也
、
児
玉
洋
輔
、
坂
将
、
坂
倉
康
友
、

晒
谷
信
之
介
、
澤
村
良
祐
、
篠
田
智
大
、

志
村
明
人
、
杉
本
康
行
、
多
田
海
成
、
田

中
敦
士
、
種
村
貴
士
、
寺
本

一
平
、
東
條

巧
、
新
美
昂
平
、
西
良
介
、
早
川
明
良
、

早
川
祥
平
、
林
佑
樹
、
藤
田
貴
大
、
松
岡

純
司
、
丸
山
駿
太
朗
、
森
佑
亮
、
山
北
智

徳
、
山
添
俊
介
、
山
田
周
平
、
山
根
駿
哉
、

山
本
尚
幸
、
秋
山
由
衣
、
浅
野
恵
史
、
伊

藤
亜
紀
、
伊
藤
和
貴
、
伊
藤
麻
衣
、
伊
藤

悠
紀
子
、
今
村
好
佑
、
上
原
基
史
、
宇
野

祥
規
、
岡
田
彩
加
、
葛
山
裕
太
、
加
藤
遼
、

小
久
江
俊
哉
、
小
林
俊
博
、
近
藤
耕
平
、

自
崎
瑠
菜
、
神
野
沢
弥
、
高
木
美
奈
、
高

橋
由
佳
子
、
中
嶋
伸
吾
、
漬
田
幸
、
林
晴

菜
、
韓
安
那
、
松
永
優
美
、
森
宏
樹
、
矢

田
優
理
、
山
本
大
介
、
古
川
世
里
奈
、
渡

辺
太

一
、
安
藤
貴
志
、
飯
塚
智
也
、　
一
木

朝
絵
、
伊
藤
晃
寛
、
伊
藤
聖
也
、
伊
藤
正

也
、
伊
藤
実
奈
子
、
岩
田
裕
貴
、
梅
田
暁

恵
、
大
杉
将
人
、
岡
頼
良
、
岡
村
有
希
子
、

角
見
篤
紀
、
木
全
拓
也
、
久
保
尻
由
貴
、

後
藤
佳
紀
、佐
々
木
延
也
、佐
藤
永
太
郎
、

佐
藤
剛
志
、
角
谷
さ
や
か
、
田
中
初
奈
、

谷
口
裕
則
、
塚
本
圭
、
塚
本
み
の
り
、
寺

村
麻
由
、
戸
谷
徳
宏
、
中
村
勇
斗
、
蓮
沼

誠
紀
、
林
歩
美
、
平
川
奈
美
、
平
野
太
暉
、

古
見
堂
奈
々
子
、水
谷
彼
方
、水
谷
有
希
、

森
川
耀
介
、
山
本
裕
介
、
荒
川
大
輝
、
伊

藤
さ
ゆ
み
、
伊
藤
詩
織
、
稲
垣
柚
紀
、
犬

飼
勇
斗
、
今
井
隆
太
郎
、
岩
谷
彩
未
、
岩

永
麻
由
子
、
鵜
崎
諒
介
、
内
田
成
美
、
江

間
陽
平
、
大
泉
祐
哉
、
大
野
愛
華
、
大
橋

の
り
み
、
大
森
昭
宏
、
川
崎
俊
也
、
北
岡

千
明
、
日
下
知
香
、
後
藤
大
智
、
駒
田
翔

平
、
近
藤
和
歌
子
、
坂
倉
千
裕
、
末
松
志

保
、
竹
内
彩
帆
、
田
中
光
、
辻
奈
都
子
、

友
光
勇
樹
、
豊
田
涼
介
、
名
村
史
至
、
福

本
愛
理
、
古
川
紗
由
美
、
水
谷
茜
、
水
谷

将
士
、
安
井
基
博
、
山
崎
貴
博
、
山
田
あ

や
か
、
石
岡
稜
司
、
石
川
裕
季
子
、
伊
藤

将
吾
、
今
村
凌
大
、
山石
田
陽
佑
、
岡
晴
香
、

倉
内
大
介
、
後
藤
亜
希
、
小
林
吾

一
、
桜

井
史
穂
、
菅
原
知
紘
、
杉
野
愛
里
、
田
牧

祐
典
、
田
村
真
吾
、
辻
美
咲
、
長
島
柚
依
、

八
井
彩
、
早
川
拓
、
氷
川
貴
大
、
平
原

一

輝
、
町
野
克
幸
、
南
中
希
美
絵
、
森
島
果

南
、
森
田
信
吾
、
安
田
美
穂
、
矢
田
詩
歩
、

吉
田
望
、
吉
田
恵

（平
成
２‐
年
９
月
現
在
）

○
十
年
会
費

（
１
万
円
）

一
一名

〇
三
年
会
費

（３
千
円
）

〓
一名

〇

一
年
会
費

（千
円
）

一
一七

一
名

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

同
窓
会
の
事
業
は
す
べ
て
会
費
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
報
の
送
付
な
ど

も
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
会
費
を
納
め
た

方
だ
け
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
納
入
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
場
合
に

は
、
是
非
お
早
め
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

○
納
入
金
額

終
身
会
費
　
２
万
円

毎
年
納
入
の
場
合

年
会
費

　

千
　
円

○
納
入
方
法

①
郵
便
振
替
　
口
座
番
号

○
〇
八
二
〇
―
八
―
六
三
六
七

二
重
県
立
四
日
市
高
校
同
窓
会

※
専
用
の
振
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
連
絡
下
さ
れ
ば
送
付
い
た
し
ま
す
。

②
現
金
書
留

会
館
迄
ご
送
金
下
さ
い

《
お
問
い
合
わ
せ
は
》

四
日
市
高
校
同
窓
会
館
ま
で

〒
五

一
〇
‐
八
〇
二
七

四
国
市
需
＝
惜
型
ハ
五

本
紙
会
長
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
述

べ
ら
れ
て
い
る

「
１
１
０
年
の
歩

み
」
冊
子
は
同
窓
会
館
に
手
持
ち

が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
左

記
の
要
領
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

「
四
日
市
高
校
１
１
０
年
の
歩
み

～
輝
く
青
春
、
広
が
る
未
来
～
」

Ａ

４
変
型
判
１
０
０
Ｐ

ｌ
冊
千
円

（送
料
込
）

現
金
又
は
千
円
分
郵
便
切
手
を
郵

送
し
て
下
さ
い
。
振
込
は
不
可
。
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記念総会

(4)第 67号

僣

一 〈記念講演〉

H21.6.6
於 :四 日市市総合会館

平成21年度四日市高校同窓会総会

〈総合会場〉 〈受付風景〉 〈抽せん会〉

忘
・

記念祝賀パーティー

スナップ集
H21.6.6

於 :四 日市商工会議所ホール
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優勝者

四日市高校 同窓会報

毒ずジン■■
IH21111.12   1   :
1於 :四 日市カントリニ

己念式典|ば:甜喜喜轟墓

〈大橋校長あいさつ〉

ん

ん

さ

さ子
寛
智美

尾
藤

高
須

(44年 度卒・中央)

(25年 度卒 。右)

く同窓会役員席)                〈式場風景〉
:バJ警ミたダましt■ |■

^           :A‐
4蓼Jピ■■■佳メモ

`,■
=^」ヽ́ 望IJ'プt■´ヽ |■‐晏 :■■夕彗=摯響 |●I●

・
.・
・

‐|●‐
=‐

〈熊澤会長あいさつ〉

〈田中四日市市長あいさつ〉

青
春
時
代
の

真
ん
中
で

松
永
　
　
隆

私
は
７
回
目
の
寅
年
を
迎
え
ま
す
。

富
中
３
年
生
時
代
の
楽
し
く
も
あ
り
、

悲
し
み
、
苦
ｔ
み
の
思
い
出
の
中
で
横

道
へ
逸
れ
る
私
を
立
ち
直
ら
せ
、
生
き

る
指
針
と
な
っ
た
出
来
事
を
記
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

学
校
の
帰
路
、
毎
日
の
様
に
集
ま
っ

て
無
駄
話
に
耽
っ
て
居
た
頃
、
父
の
叱

咤
を
考
え
乍
ら
帰
宅
し
、
２
階
の
部
屋

に
入
る
と
机
上
に
置
か
れ
た
物
を
見
た

時
、
そ
れ
は
綺
麗
な
蓮
の
花
の
紙
型
と

念
珠
と
、筆
書
き
の
「水
に
う
つ
る
曇
っ

た
月
も
雲
が
行
き
去
れ
ば
再
び
輝
き
を

と
り
戻
す
」
と
云
っ
た
様
な

一
枚
の
和

紙
で
あ
っ
た
。

夜
の
食
卓
は
姉

一
人
を
交
え
て
３
人

で
、
父
親
は
平
常
通
り
で

一
言
の
言
葉

も
な
か
っ
た
。
そ
の
日
父
は
学
校
へ
呼

ば
れ
て
注
意
さ
れ
て
居
た
事
も
知
っ
て

い
た
。
８
才
で
母
親
を
亡
く
し
て
私
を

男
手

一
つ
で
育
成
し
て
、
村
の
役
仕
事

も
多
忙
で
再
婚
話
も
幼
い
私
の
為
に
耳

を
借
さ
な
か
っ
た
父
親
。
こ
の
時
私
の

胸
に
刻
ま
れ
た
決
意
、
そ
れ
は
将
来
必

ず
こ
の
父
の
た
め
に
尽
く
す
の

一
心
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
叔
父
の
後
を
つ
い
で

胎
乗
り
に
な
る
思
い
が
堅
く
芽
生
え

た
。終

戦
迄
は
私
共
に
色
々
な
多
事
多
難

が
ふ
り
か
か
っ
た
。
思
え
ば
私
の
青
春

は
、
今
の
若
人
に
は
と
て
も
考
え
ら
れ

な
い
戦
時
中
の
尊
い
経
験
で
あ
っ
た
と

思
う
。
ど
ん
な
時
で
も
相
談
相
手
は
父

だ
っ
た
。
外
地
に
在
っ
て
も
父
よ
り
の

手
紙
は
続
け
ら
れ
、
最
後
の
読
み
辛
い

様
な
字
に
な
っ
た
葉
書
は
私
の
宝
物
で

あ
る
。

米
寿
を
迎
え
て
天
上
に
還

っ
て
ゆ

き
、
生
涯
親
鸞
を
心
の
支
え
と
し
た
父

親
を
、
私
は
こ
の
世
で
一
番
尊
敬
し
て

辛
か
っ
た
こ
と
ど
も

川
合

　

一
郎

創
立
４０
周
年
の
昭
和
１４
年
に
入
学
し

７０
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
在
学
中
の
５
年

間
の
思
い
出
も
遠
い
音
と
な
り
、
ほ
と

ん
ど
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
脳
の
片
隅

に
残
る
事
を
引
出
し
て
み
ま
す
。

○
入
学
し
て
間
も
な
く
多
度
神
社
へ
の

夜
間
行
軍
は
辛
か
っ
た
。
家
に
帰
っ

て
朝
食
も
せ
ず
に
す
ぐ
寝
て
し
ま
っヽ

・１

・・・・・・・・一一一・一
一一・一一一・一一一一一一一一一一・

お
だ
や
か
な
音
頭

山
下

　

一
夫

８２
才
の
今
日
に
至
る
ま
で
、
さ
し
た

る
事
も
な
く
、
ま
ず
ま
ず
平
穏
無
事
に

過
し
て
来
ま
し
た
。
あ
ま
り
記
事
な
る

様
な
物
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
役
時
代
、
公
共
土
木
関
係
に
携

わ
っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
次
の
よ
う

な
歌
を
う
た
っ
た
も
の
で
す
。

土
木
の
上
の
字
は
ヤ
ッ
コ
ラ
ヤ

分
析
す
れ
ば
ノ
オ

（ノ
オ
）
ち
ご
さ

ん
＋
　
一　
０
と
な
る
　
十
　
一　
〇

と
な
る

ヤ
ッ
コ
ラ
ヤ
ー
、
ヤ
ッ
コ
ラ
ヤ

′
た

○

「ヤ
カ
ン
」
の
か
わ
り
に
湯
桶

（ゆ

と
う
）
が
あ
り
珍
ら
し
く
思
っ
た
。

○
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
登
下
校
し
、
途

中
で
上
級
生
に
会
う
と
敬
礼
し
た
。

○
毎
週
の
行
事
で
あ
る
全
校
マ
ラ
ソ
ン

は
苦
手
だ
っ
た
。

○
健
民
修
練
に
参
加
し
た
４。
人
位
が
忠

節

。
信
義

・
武
勇

・
礼
儀

・
質
素
の

五
班
に
別
れ
寄
宿
合
生
活
を
し
、
夜

は
柔
道
場
で
大
き
な
蚊
帳
の
中
で
一

同
が
寝
た
が
、
昼
間
は
何
を
し
て
い

た
か
記
憶
に
な
い
。

○
北
勢

・
南
勢
に
別
れ
た
聯
合
演
習
で

は
、
早
朝
に
ズ
ブ
濡
れ
に
な
り
伊
勢

の
宮
川
を
渡
っ
た

○
‐８
年
１２
月
５
日
一
夜
に
し
て
校
舎
が

焼
失
し
、
九
鬼
館
で
す
じ
詰
め
の
授

業
で
あ
っ
た
。
後
日
多
く
の
者
達
が

警
察
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
私
も
そ
の

中
の
一
人
で
あ
っ
た

マ
ラ
ソ
ン
の
カ

鹿
島
　
良
哉

７０
年
も
た

っ
て
、

８３
才
に
も
な
る

と
、
音
の
こ
と
は
も
う
殆
ど
忘
れ
か
け

て
い
ま
す
。

特
に
楽
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
思
い
出

は
、
す
っ
か
り
抜
け
落
ち
、
面
白
く
な

か
っ
た
こ
と
ば
か
り
僅
か
に
残
っ
て
い

ま
す
。

時
勢
の
流
れ
だ
っ
た
で
し
よ
う
が
、

軍
国
的
超
右
翼
的
な
教
育
が
強
要
さ

れ
、
い
ま
考
え
て
も
腹
が
立
つ
よ
う
な

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

そ
の
う
ち
で
唯

一
つ
、
毎
週
の
よ
う

に
走
ら
さ
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
は
、
後
年
、

私
の
登
山
人
生
の
基
礎
体
力
作
り
に
大

い
に
役
立
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
こ
の

点
だ
け
は
有
り
難
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
に
、
既
に
亡
く
な
っ
た
方
も
多

数
お
ら
れ
ま
す
が
、
沢
山
の
得
難
い
友

達
と
、
共
に
日
々
を
過
ご
せ
た
こ
と

が
、
人
生
八
十
三
年
中
、
何
よ
り
の
贈
一

り
物
で
し
た
。
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３
年
間
の
思
い
出

四
高
の
在
学
中
、
周
り
の
優
秀
な
友
人

に
つ
い
て
行
け
ず
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
大

好
き
だ
っ
た
絵
画
を
学
ぼ
う
と
美
術
大
学

を
志
し
ま
し
た
。
な
ん
と
か
美
大
の
デ
ッ

サ
ン
科
に
入
学
し
た
も
の
の
、
情
け
な
い

こ
と
な
が
ら
ま
た
し
て
も
周
り
の
才
能
に

つ
い
て
行
け
ず
、
美
学

・
美
術
史
に
転
向

し
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
れ
な
い

の
な
ら
ば
、
彼
ら
を
後
ろ
か
ら
サ
ポ
ー
ト

す
る
役
目
を
し
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
新

聞
社
に
入
社
し
、
幸
い
に
も
美
術
展
の
企

画

・
運
営
を
行
う
部
署
に
配
属
さ
れ
、
現

在
に
至
り
ま
す
。
ダ
リ
、
モ
ネ
、
北
斎
な

ど
有
名
な
画
家
の
作
品
に
直
に
触
れ
、
音

楽
、
舞
踊
、
そ
の
他
世
界
で
も

一
流
の
芸

術
に
囲
ま
れ
て
過
ご
せ
る
今
の
職
場
は
、

柳
　
百
合
子

（四
高
平
成
十
四
年
度
卒
）

ま
さ
に
夢
の
よ
う
な
空
間
で
す
。

四
口
市
高
校
で
の
３
年
間
は
、
私
に

と
っ
て
大
切
な
時
間
で
し
た
。
特
に
吹
奏

楽
部
で
の
１
年
間
が
印
象
的
で
す
。
そ
れ

ま
で
、
辛
い
こ
と
、
困
難
な
こ
と
、
自
分

の
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
か
ら
逃
げ

が
ち
だ
っ
た
私
で
す
が
、
初
め
て
の
上
下

関
係
、
連
日
の
練
習
は
、
社
会
に
出
た

今
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
経
験
だ
っ
た
と

身
に
し
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。
夏
の
練
習

で
は
、
狭
い
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
に
大
勢
の
部

員
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
に
な
り
、
服
が

絞
れ
る
ほ
ど
の
汗
を
か
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
辛
い
こ
と
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
春
、
満
開
の
十
四
川

の
桜
を
眺
め
な
が
ら
練
習
し
た
こ
と
、
コ

ン
ク
ー
ル
が
終
わ
っ
た
後
の
す
が
す
が
し

い
気
持
ち
や
、
定
期
演
奏
会
で
部
員
み
ん

な
の
気
持
ち
が

一
つ
に
な
っ
た
と
感
じ
た

瞬
間
な
ど
、
７
年
経
っ
た
今
で
も
鮮
明
に

思
い
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
美

大
受
験
に
専
念
す
る
た
め
最
初
の
１
年
間

し
か
在
籍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
で
も
電
車
で
富
田
駅
を
通
る
と

き
思
い
出
す
の
は
、
部
活
に
励
ん
だ
日
々

で
す
。

ま
た
、
社
会
人
に
な
っ
て
感
じ
る
の

は
、
先
輩
方
と
の
つ
な
が
り
で
す
。
名
古

屋
の
企
業
で
働
い
て
い
る
と
、
仕
事
の
関

係
で
出
会
う
方
で
四
高
出
身
と
い
う
方
が

驚
く
ほ
ど
多
く
、
そ
の
話
題
で
話
が
盛
り

上
が
り
、
関
係
が
親
密
に
な
る
の
は
よ
く

あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
か
つ
て

四
高
生
で
あ
っ
た
誇
り
を
忘
れ
ず
、
社
会

の

一
員
と
し
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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”
一
芸
に
徹
す
る
“
あ
る
い
は
”
そ
の

道
を
極
め
る
“
こ
と
が
多
く
の
人
間
に

と
っ
て
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
創

立
１
１
０
年
を
迎
え
る
わ
が
校
の
諸
先
輩

方
の
多
く
も
そ
の
域
に
達
し
て
各
方
面
で

活
躍
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

卒
業
後
３２
年
を
経
た
自
身
の
人
生
を
振
り

返
る
と
き
、
そ
れ
ら
先
輩
方
に
比
べ
自
分

の
そ
れ
が
い
か
に
中
途
半
端
な
も
の
で
あ

る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
嘆
息
せ
ぎ
る

を
得
ず
、
ま
た
そ
う
感
じ
る
の
は
お
そ
ら

く
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
研
修

医
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
研
究
者
、
専
門

医
、
聞
業
医
、
介
護
施
設
の
経
営
者
、
そ

れ
ら

一
つ
一
つ
に
潔
く
区
切
り
を
つ
け
る

で
も
な
く
中
途
半
端
に
以
前
の
仕
事
を
ひ

き
ず
り
な
が
ら
、
そ
の
う
え
今
は
下
手
な

中
国
楽
器

（
二
胡
）
を
弾
く
た
め
に
介
護

施
設
を
回
る
日
々
で
、　
一
つ
の
仕
事
に
専

心
し
て
お
ら
れ
る
多
く
の
人
々
に
は
日
々

頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

最
近
出
会
っ
た
ブ
ロ
グ
の
中
の
言
葉
に
，

半
端
者
は
自
由
で
あ
る
“
と
い
う

一
節
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
え
て
限
ら
れ
た
高
い
山

を
登
っ
て
そ
こ
か
ら
俯
廠
せ
ず
と
も
、
低

い
平
地
を
知
恵
を
絞
っ
て
駆
け
巡
る
こ
と

で
も
そ
の
地
形
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
こ

と
を
、
こ
の
無
名
の
ブ
ロ
ガ
ー
は
教
え
て

く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
と
そ

れ
ぞ
れ
の
職
業
に
つ
い
て
は
当
然
必
要
な

レ
ベ
ル
以
上
仕
事
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
わ
け
で
す
が
、
そ
の

一
方
で
プ
ロ
意
識

に
徹
す
る
だ
け
で
な
く
、
仕
事
に
対
し
て

も
ど
こ
か
で
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
部
分
を
持

つ
こ
と
も
人
と
し
て
必
要
な
の
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
わ
が
後
輩
た

る
意
気
軒
昴
な
四
高
の
卒
業
生
た
ち
は
、

下
界
の
こ
と
な
ど
気
に
も
留
め
ず
に
そ
れ

ぞ
れ
の
高
峰
を
目
指
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
が
、
若
さ
に
ま
か
せ
て
必
死
で
登
っ
た

後
、
決
し
て
負
け
惜
し
み
で
は
な
い
か
た

ち
で
”そ
れ
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い
“

こ
と
を
悟
っ
て
く
れ
る
日
が
、
多
く
の
後

輩
た
ち
に
も
訪
れ
る
と
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

思
え
ば
遠
い
音
の
話
に
な
り
ま
す
が
、

激
化
す
る
受
験
戦
争
の
緩
和
目
的
と
や
ら

で
、
北
勢
地
区
に
於
い
て
四
日
市
高
校
と

四
国
市
南
高
校
が
第

一
学
校
群
と
な
り
ま

し
た
。
偶
然
、
初
年
度
が
私
達
の
高
校
受

験
に
あ
た
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
私
達

は
抵
抗
す
る
術
も
な
く
、
勝
手
に
決
め
ら

れ
た
法
則
に
よ
り
２
校
に
振
り
分
け
ら

れ
、
泣
く
泣
く
南
校
に
通

っ
た
者
あ
れ

ば
、
ラ
ッ
キ
ー
と
四
高
に
通
う
者
あ
り
、

明
暗
を
分
け
た
の
で
し
た
。
私
の
記
憶
に

よ
れ
ば
当
時
賛
否
両
論
あ
り
、
千
葉
県
で

は
数
年
で
姿
を
消
し
た
学
校
群
制
度
で
し

た
。誰

が
名
付
け
た
の
か
、
今
は
無
き
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
と
称
す
る
木
造
校
舎
を
皆
様

は
御
存
知
で
し
ょ
う
か
。
Ｈ
ク
ラ
ス
中
の

４
ク
ラ
ス
が
そ
こ
に
強
制
入
所
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
た
誰
が
決
め
た
の
か
、
私
は

一
年
間
を
こ
の
隔
離
棟
で
過
ご
す
事
と

な
っ
た
の
で
し
た
。

た
っ
た
４
ク
ラ
ス
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

そ
れ
も
老
朽
化
し
た
木
造
２
階
建
て
、
廊

下
は
き
し
み
、
２
階
の
音
は
良
く
響
き
、

雨
の
日
に
は
傘
を
差
し
て
先
生
方
が
や
っ

て
来
る
異
様
な
光
景
。
横
を
流
れ
る
十
四

川
は
、
春
は
桜
が
美
し
い
の
だ
か
、
花
が

散
れ
ば
蚊
地
獄
の
始
ま
り
、
授
業
中
に
フ

マ
キ
ラ
ー
を
先
生
が
撒
く
姿
、
等
々
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

数
学
の

Ｍ
先
生
は

『
お
前
た
ち
は
学

校
群
や
か
ら
ア
ホ
や
。』
と
口
癖
の
よ
う

に
言
い
放
つ
の
で
す
。
私
は
負
け
ず
嫌
い

な
の
で
、
『絶
対
に
学
校
群
の
意
地
を
見

ら
そ
う
感
じ
、
『人
付
き
合
い
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
』
の
方
法
を
模
索
し
て
き
た
。
知

識
獲
得
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
学
校

・
学

習
塾
で
た
っ
ぷ
り
行
わ
れ
、
受
験
に
強
い

子
は
増
え
た
。
し
か
し
、
逆
境
や
困
難
が

我
が
身
に
降
り
か
か
っ
て
も
受
け
と
め
ら

れ
ず
、
周
囲
の
助
け
を
待
つ
子
が
増
え
た

よ
う
に
思
う
。
そ
ん
な
中
、
せ
め
て
部
活

動
で
、
野
球
を
通
し
て
、
人
づ
き
あ
い
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
な
い
も
の
か
―
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

野
球
部
員
へ
の
口
癖
は
、
『
心
を
動
か

せ
―
』
…
今
年
、
自
身
へ
の
戒
め
の
言
葉

に
し
よ
う
と
思
う
。

（蛇
足
）

初
練
習
後
の
訓
辞
に
こ
ん
な
言
葉
を
添

え
た
。
『真
剣
だ
と
知
恵
が
出
る
。
中
途

半
端
だ
と
愚
痴
が
出
る
。
い
い
加
減
だ
と

言
い
訳
ば
か
り
。』

私
自
身
、
こ
の
仕
事
に
就
い
た
頃
の
「初

心
」
に
返
り
、
真

っ
直
ぐ
な
気
持
ち
で

生
徒
達
に
ぶ
つ
か
り
た
い
と
思
う
。
そ
し

て
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
、
心
の
信
じ
る
ま

ま
に
突
き
進
ん
で
い
こ
う
と
思
う
。

新
年
を
迎
え
て
…
…

新
年
が
明
け
た
４
日
、
野
球
部
初
練
習

の
日
。
今
の
中
学
校
に
赴
任
し
て
以
来
、

そ
の
年
の
部
活
の
始
動
は
近
く
の
神
社
へ

階
段
ト
レ
を
兼
ね
、
参
拝
に
出
向
く
こ
と

に
し
て
い
る
。
本
殿
へ
通
じ
る
細
長
い
階

段
の
下
に
立
つ
と
、
高
校
の
冬
練
習
を
思

い
出
す
。
「
と
り
あ
え
ず
５
本
、　
一
気
に

駆
け
上
が
れ
。」
…
の
監
督
の
声
。
…
諸
々

小
１
時
間
ほ
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
た

後
学
校
へ
戻
っ
て
の
練
習
だ
っ
た
。
今
、

当
時
の
監
督
と
似
た
よ
う
な
事
を
し
て
い

る
自
分
の
姿
を
客
観
的
に
眺
め
、
妙
な
満

足
感
に
浸
る
私
。

階
段
の
数
は
１
０
３
段
。
　

白
い
息
を

吐
き
な
が
ら

一
気
に
階
段
を
駆
け
上
が
っ

て
く
る
生
徒
達
。
上
で
待
つ
私
の
耳
に
ハ

ア
ハ
ア
と
い
う
荒
い
息
づ
か
い
が
迫
っ
て

く
る
。
「と
り
あ
え
ず
５
本
」
の
最
後
、
「ラ

ス
ト
ー
本
！
」
の
指
示
を
出
す
。
俄
然
元

日
沖
　
義
秀

（四
高
五
十

一
年
度
卒
）

気
な
姿
を
見
せ
る
生
徒
達
。
先
ほ
ど
ま
で

恨
め
し
そ
う
な
目
で
私
を
見
て
い
た
顔
は

ど
こ
へ
？
そ
の
後
小
１
時
間
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
、
参
拝
後
、
グ
ラ
ン
ド
ヘ
。

「キ
ヤ
プ
テ
ン
、
そ
ろ
そ
ろ
上
が
ろ
う

か
？
」

「は
い
。
」

「お
い
、
み
ん
な
上
が
る
ぞ
！
」

「ふ
う
～
終
わ
っ
た
！
腹
減
っ
た
ぁ
！
」

グ
ラ
ン
ド
で
た
つ
ぷ
り

一
人
１
３
０
本

の
初
打
ち

（
ロ
ン
グ

Ｔ
）
と
守
備
。
時

間
は
２
時
を
指
し
て
い
る
。

「今
年
も
初
日
か
ら
５
時
間
半
」
こ
う

し
て
生
徒
達
と
同
じ
時
間
を
過
ご
せ
る
今

が
有
り
難
く
思
え
る
。
「
こ
の
道
」
を
選

ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
。

さ
て
、
今
の
子
供
を
評
し
て

『人
と
の

関
わ
り
方
を
知
ら
な
い
。』
と
口
に
す
る

大
人
は
多
い
。
私
自
身
も
数
年
ほ
ど
前
か

せ
た
る
。』
と
そ
の
時
、心
に
誓
い
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
開
催
さ
れ
る
年
に

は
、
同
級
生
の
勤
め
る
四
日
市
都
ホ
テ
ル

に
て
学
年
同
窓
会
を
継
続
開
催
し
て
い
ま

す
。
必
ず

Ｍ
先
生
は
、
金

一
封
を
携
え

て
顔
を
出
し
て
下
さ
る
の
で
す
。
他
の
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
方
も
昔
と
変
わ
ら
ぬ

口
調
で
語
っ
て
下
さ
い
ま
す
。

私
の
小
さ
な
意
志
は
、
ま
だ
継
続
中
で

す
が
、
き
っ
と

Ｍ
先
生
は
ア
ホ
呼
ば
わ

り
し
た
事
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
次
回
の
同
窓
会
で
は
、
そ
っ

と
耳
打
ち
し
て
み
る
つ
も
り
で
す
。

★
先
生
に
ア
ホ
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
や

る
時
に
は
き
ち
ん
と
や
り
ま
す
よ
―
＝



一□ 窓 一父生

富中38会  H21822(寿美家)
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富中第41回会 H21411(四 日市都ホテル)
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北海道 富中四高会 H21613

四高39年度卒 H22123(四 日市都ホテル)

四高45年度卒富中第40回卒 H211112(寿 美家) H21815(回 ワジールホテル四日市 )



(8)第 67号

ガ
ラ
．〓
コ
ン
一サ
■
卜
無
事
終
わ
る

予
定
さ
れ
て
い
た
１０
月
８
口
に
非
常
に

強
い
台
風
が
直
撃
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
、　
一
時
は
中
止
ま
で
検
討
さ
れ
ま

し
た
が
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
た
め
出
演
者
全

員
が
集
ま
る
前
口
に
本
番
が
可
能
か
ど
う

か
折
衝
し
、
急
遠
１０
月
７
日
の
１７
時
３０
分

よ
り
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。特
に
指
揮
者
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

ソ
リ
ス
ト
の
皆
様
方
に
は
十
分
な
リ
ハ
ー

サ
ル
も
な
い
ま
ま
の
演
奏
会
で
よ
く
ぞ
了

解
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
終
了
前
に
は
台
風
の
速
度
が
早

ま
っ
た
た
め
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
な

ど
最
後
ま
で
心
配
の
絶
え
な
い
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た
が
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

本
校
卒
業
生
で
音
楽
界
で
活
躍
中
の
演

奏
家
た
ち
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
や
ピ
ア

ノ
ソ
ロ
、
声
楽
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
熱
演
に
四
日
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
は

感
動
の
空
気
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
曲
日
は
在
校
生

（１
年
芸
術
音

楽
選
択
者
）
１
７
５
名
の
合
唱
も
参
加
し

て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
の

「合
唱
幻
想

曲
」
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
曲
は
年

末
な
ど
に
よ
く
演
奏
さ
れ
る

「交
響
曲
第

９
番
」
の
原
型
と
も
な
っ
た
曲
で
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
ピ
ア
ノ
独
奏
と
６
名
の
独
唱

及
び
合
唱
団
で
構
成
さ
れ
る
壮
大
な
曲
で

し
た
。
ソ
リ
ス
ト
や
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交

響
楽
国
の
自
熱
し
た
演
奏
と
共
に
在
校
生

の
大
合
唱
が
輝
い
て
、
華
や
か
な
締
め
く

く
り
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
に
駆
け
つ
け
た
同
窓
会
の
会
員
の

皆
様
や
四
日
市
高
校
の
在
校
生
や
保
護
者

ら
が

一
体
と
な
っ
た
す
ば
ら
し
い
記
念
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

四日市高校 同窓会報2010年 (平成22年 )3月 1日

餌
掛
Ｉ
一
肛
年
証
舒
行‐‐‐‐‐‐事

■
演
奏
曲
目

ワ
ー
グ
ナ
ー

一
楽
劇

「
ニ

ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
マ
イ
ス

タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
前
奏
曲

モ
ー
ツ
ア
ル
ト

¨

２
台
の
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
協
奏
曲

プ
ッ
チ
ー
二
一
歌
劇

「
ト
ウ

ー

ラ

ン
ド

ツ
ト
」

よ
り
～

誰
も
寝

て
は
な
ら
ぬ

タ
イ
ス

一
瞑
想
山

ラ
ヴ
ェ
ル

¨
ボ
レ
ロ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
¨合

唱
幻
想
山

他

十
二
月
五
日

言己
念
:i:11li)         |

典
|ヽ

講
演
会

■
出
演

金
森
圭
司

（ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

佐
藤
恵
子

（ピ
ア
ノ
）

吉
野
内
利
恵

（ソ
プ
ラ
ノ
）

高
取
紀
衣

（ピ
ア
ノ
）

加
藤
利
幸

（テ
ノ
ー
ル
）

古
谷
誠

一
指
揮
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛

知
交
響
楽
団

合
唱
　
一二
重
県
立
四
日
市
高
等
学

校
　
第
１
学
年
芸
術
音
楽
選
択
生

及
び
音
楽
部

創
立
百
十
周
年

‐２
月
５
日
に
四
口
市
高
校
の
体
育
館
に

お
い
て
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
と
記

念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
在
校
生
や

在
職
職
員
、
同
窓
会
関
係
者
、
県
議
会
議

員
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
な
ど
合
わ
せ

て
約
千
三
百
名
の
参
加
の
中
で
、
生
徒
の

司
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
で

は
、
式
辞
、
祝
辞
、
挨
拶
な
ど
の
中
で
本

校
の
歴
史
が
語
ら
れ
、
伝
統
に
根
ざ
し

た
堂
々
と
し
た
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
１
１
０
年
の
歴
史
を
ま
と
め
た
記
念

誌

「
四
高
１
１
０
年
の
歩
み
～
輝
く
青

春
、
広
が
る
未
来
～
」
の
発
刊
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
で
は
材
料
科
学
分
野
で
世

界
の
第

一
人
者
と
い
わ
れ
る
東
京
工
業
大

学
教
授
の
細
野
秀
雄
先
生
が

「研
究
の
駆

動
力
　
憧
れ
、
野
心
、
希
望
」
と
い
う
演

題
で
話
を
さ
れ
、
大
変
高
度
な
研
究
実
践

や
ご
自
身
の
経
験
談
な
ど
、
世
界
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
情
熱
と
気
宇
の
大
き
さ
を
実

感
さ
せ
る
す
ば
ら
し
い
内
容
に
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
１２
月
２４
日
か
ら
２７
日
ま

で
、
名
古
屋
市
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
６２
回

中
部
日
本
高
等
学
校
演
劇
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
高
校
生
の
み
ず
み

ず
し
い
想
像
力
を
結
集
し
、
部
活
動
と
し

て
の
高
校
演
劇
を
発
展
さ
せ
、
生
徒
の
豊

か
な
人
間
性
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
大
会
で
、
四
目

市
高
校
演
劇
部
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
す
べ
く
７
年
ぶ
り
の
出
場
に
意
気
込

ん
で
お
り
ま
し
た
。
現
在
演
劇
部
は
３
年

生
が
引
退
し
た
た
め
２
年
生
が
３
名
、
１

年
生
が
５
名
の
人
数
不
足
に
悩
ん
で
い
た

状
況
か
ら
、
少
数
精
鋭
の
活
発
な
部
活
動

に
進
化
し
て
お
り
、
北
勢
の
大
会
や
二
重

県
大
会
も
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
こ
の
日

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
の
演
劇
部
の
モ
ッ

ト
ー
は
創
部
以
来
、
上
演
作
品
は
常
に
生

徒
の
創
作
を
心
が
け
、
自
分
た
ち
が
今
表

現
し
た
い
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い

う
事
で
す
。
こ
こ
４
年
間
は
軽
い
タ
ッ
チ

の
現
代
会
話
劇
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
さ

さ
や
か
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
登
場
人
物

の
状
況
を
軽
快
な
テ
ン
ポ
で
自
然
に
見
せ

る
た
め
に
台
本
や

「
間
」
を
研
究
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
回
の
演
日
で
あ
る

「Ｆ
多
８
′∽
∪
α
」
も
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
ば
か
り
が
人
間
で
な
く
、
く
だ
ら
な

い
こ
と
や
ば
か
ば
か
し
い
こ
と
を
ま
じ
め

に
や
っ
て
い
た
り
、
大
げ
さ
に
表
に
出
さ

れ
な
い
感
情
を
感
じ
あ
い
な
が
ら
翌
日
通
」

に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
、
現
代
人
の
あ

る
種
の

「愛
ら
し
さ
」
で
あ
る
と
考
え
、

台
本
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
有
力
校
が
ひ
し
め
く
中
、

特
に
緊
張
も
な
く
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ

な
い
ま
ま
に
、
普
段
着
の
四
日
市
高
校
の

演
劇
が
で
き
ま
し
た
。
少
人
数
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
を
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
、

満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
審
査
結

果
に
は
大
き
な
期
待
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
す
が
に
有
力
校
と
い
わ
れ
る
学
校

の
演
技
力
や
照
明
や
舞
台
道
具
の
立
派
さ

に
圧
倒
さ
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

し
か
し
、
審
査
員
か
ら
四
日
市
高
校
が

「文
部
科
学
大
臣
賞
」
と

「創
作
脚
本
賞
」

を
ダ
ブ
ル
で
受
賞
と
聞
き
、
顧
間
の
先
生

も
、
何
よ
り
部
員

一
同
は
驚
き
と
感
激
で

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
７
年
ぶ

り
の
出
場
で
あ
っ
た
中
部
大
会
を
制
覇

し
、
夏
の
全
国
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
、

部
員

一
同
気
を
引
き
締
め
て
大
会
に
臨
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＝
嚇
Ｒ
錦

＝

壕
ザ

■

◎
副
会
長
伊
藤
勘
作
さ
ん

（四
高
３５
年
度

卒
）
が
平
成
２‐
年
秋
の
叙
勲
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

◎
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
制
作
さ
れ
ま

し
た
。

ゴ
ｇ
´

，ξ
３
・
こ
Ｒ
２
３
寿
ｏ

ま
た
は

「
四
国
市
高
校
同
窓
会
」
で
検

索
の
上
閲
覧
下
さ
い
。

（係

・
市
岡
）

１
１
０
周
年
記
念
号
は
、
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
し
た
で
し
よ
う
か
。
写
真
の
中

に
、
懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
同
窓
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

遠
く
か
ら
母
校
を
想
っ
て
下
さ
る
方
に
は

朗
報
で
す
。
「お
気
に
入
り
」
に
入
れ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
ペ
ー
ジ
に
な
る
よ

う
、
皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（小
林
　
典
子
）


